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岐阜毎日新聞
九州日日新聞
九州日報
峡中新聞
峡中日報
京都日日新聞
京都日出新聞
金城新聞
釧路公論
釧路新聞
釧路日日新聞
軍港よろづ新報
群馬新聞
警察新報
京城日報
京浜新聞
鉱業新報
広告新聞
甲州時報
甲信日日
上野新聞
上野新報
上野日日新報
上野民報
高知新聞
甲府新聞
甲府日日新聞
神戸新聞

郡山新聞
港湾日報
黄金新聞
国際通信
国民新聞
国民之友
言の花
コドモアサヒ
今日新聞
埼玉新聞
酒田商業新報
酒田商報
酒田新聞
酒田新報
酒田日報
相模毎日新聞
札幌毎日新聞
佐渡新聞
佐渡タイムス
佐渡日報
佐渡毎日新聞
三州毎日新聞
参陽新報
山陽新報
時事新報
時事通信
静岡新聞
静岡新報
静岡朝報
静岡日日新聞
静岡日報
静岡民友新聞
志太タイムス
志太毎日新聞
実業新聞
実業の名古屋
実話通信
信濃朝日新聞
信濃佐久新聞
信濃時事新聞
しなの新聞
信濃新聞
信濃新報
信濃日日新聞
信濃日報
信濃毎日新聞
信濃毎夕新聞
信濃民報
清水港商業新報
清水日日新聞
清水貿易新報
下野新聞
下野新報
下野日日新聞
下野民報
写真通信
ジヤパン・アドヴアタイザー
ジヤパン・ガゼツト
ジヤパン・タイムス
ジヤパン・タイムス・
エンド・メール
ジヤパン・デーリー・メール
ジヤパン・ヘラルド
シヤム通信
週刊朝日
自由公論
自由通信
自由日日新聞
主婦之友
上越日報
将棋通信
商業通信
商工
上州新報
常総新聞

荘内新報
商報
照魔鏡
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「全国中央紙の地方進出によって地方紙は大脅威を受けてゐるが
「地方」の強味によって最後の一線に踏む止まってゐる」。

本書では、「新聞統合」が本格化する以前の中小ならびに地域新
聞社が活発に活動する新聞界や、そこで働くジャーナリストたち
の動向を記録・展望する。

大正時代は、日本の新聞にとって、一つの黄金期であった。
新聞紙上では、連日、記者たちが筆をふるい論戦を繰り広げ大正デ
モクラシーを牽引。
新聞の読者は、日清・日露の戦争のたびごとに増加したが、大正期
に入るとさらに都市化・産業化といった人口変動、1925 年の普通選
挙法制定による有権者の急速な増加、といった要因も相まってさら
に拡大した。
元号が昭和に変わり、1931 年満州事変、1932 年五・一五事件などを経、
国内は戦時体制へと変化する。それにともない新聞界も大きな再編
の波に飲み込まれた。すなわち、「新聞統合」である。政府は、
1937 年頃から地方の「泡沫」新聞社の統合を指示、これにより、明
治以来の伝統や特色を持つ多くの新聞社が姿を消した。　　　

「「無名戦士」――さういふ言葉を以て新聞通信員の名に冠したい」。

「「無名戦士」の感覚、叡智、視点、機敏、準備が新聞価値を高める要素となる」。

人名索引
（約5,300件）
新聞紙名索引
（約600件）
を新たに作成

全三巻

［復刻版］



【第一巻】約 402頁 
『全国新聞通信網大観　昭和 6 年版』
（新聞之新聞社、1931 年）

【第二巻】約 348 頁

『日本新聞社史集成　上巻』
（新聞研究所、1938 年）　※東京・関東・奥羽編

【第三巻】約 350 頁

『日本新聞社史集成』
（新聞研究所、1938 年）　※中部・樺太編
＊解題・人名索引・新聞紙名索引
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類縁書

『戦時末期敗戦直後　新聞人名事典―附・日本新聞年鑑 1946』（2015 年）
※本書と併用することで、昭和の初めから第二次世界大戦終結直後
に至る時期の日本新聞界の動向やジャーナリストたちの動きを追う
ことが可能に。

類縁書

『戦時末期敗戦直後　新聞人名事典―附・日本新聞年鑑 1946』（2015 年）
※本書と併用することで、昭和の初めから第二次世界大戦終結直後
に至る時期の日本新聞界の動向やジャーナリストたちの動きを追う
ことが可能に。

【第一巻】各新聞社が地方に配置している通信
網を名前入りで総覧。
1920 年代、新聞が日本社会に定着し、規模が拡大し、企業化が
進展　していくにつれ、販売店、広告主等々から、そうした新聞・
出版業界の現状を手軽に一覧できるハンドブックへの需要が高
まった。「通信網が各新聞社の秘密の一部で、何れもが、簡易に、
知られ得られない智識」で、「通信員の配置と質と量とを知ら
れることを余り好まない新聞社は、特派員等の氏名すら出来る
だけ隠そうと」していた。そのような昭和初期に 2,000 人を超
える特派員・通信員の所属、住所、経歴、さらに写真、家族構
成や趣味までが記され、圧巻。

【第一巻】各新聞社が地方に配置している通信
網を名前入りで総覧。
1920 年代、新聞が日本社会に定着し、規模が拡大し、企業化が
進展　していくにつれ、販売店、広告主等々から、そうした新聞・
出版業界の現状を手軽に一覧できるハンドブックへの需要が高
まった。「通信網が各新聞社の秘密の一部で、何れもが、簡易に、
知られ得られない智識」で、「通信員の配置と質と量とを知ら
れることを余り好まない新聞社は、特派員等の氏名すら出来る
だけ隠そうと」していた。そのような昭和初期に 2,000 人を超
える特派員・通信員の所属、住所、経歴、さらに写真、家族構
成や趣味までが記され、圧巻。

【第二巻】【第三巻】東日本（樺太～中部地域）
における各新聞社の歴史を記載。経営規模が小
さい多くの地方・地域紙も総覧。
本巻収録新聞社の多くは、「新聞統合」で姿を消し現存しない。
原　紙ですら十分に保存されていない。しかし、ある時代ある
地域において、新聞社が新聞を発行し、それが読者に購読され
ていたという事実は、その地域社会において少なからぬ意味を
持つ。本巻はそうした「新聞統合」が本格化する以前の中小新
聞社さえも包含し、日本新聞界の歴史をまとめたものとして大
いに意義を持つ。東京 31（うち通信社 12）、関東 21、東北 30、
中部 76、北海道・樺太 31、総計 189 新聞社を収録。各新聞社
の歴史を記載し、関係者の写真も付す。

【第二巻】【第三巻】東日本（樺太～中部地域）
における各新聞社の歴史を記載。経営規模が小
さい多くの地方・地域紙も総覧。
本巻収録新聞社の多くは、「新聞統合」で姿を消し現存しない。
原　紙ですら十分に保存されていない。しかし、ある時代ある
地域において、新聞社が新聞を発行し、それが読者に購読され
ていたという事実は、その地域社会において少なからぬ意味を
持つ。本巻はそうした「新聞統合」が本格化する以前の中小新
聞社さえも包含し、日本新聞界の歴史をまとめたものとして大
いに意義を持つ。東京 31（うち通信社 12）、関東 21、東北 30、
中部 76、北海道・樺太 31、総計 189 新聞社を収録。各新聞社
の歴史を記載し、関係者の写真も付す。


